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「
本
市
の
誕
生
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
」
と
し
て
、
市

で
は
こ
の
ほ
ど
塩
川
正
十
郎
さ
ん
に
、
名
誉
市

民
の
称
号
を
贈
り
ま
し
た
。

塩
川
さ
ん
は
、
昭
和
３９
年
に
旧
布
施
市
助
役

に
就
任
。
４１
年
に
は
東
大
阪
三
市
合
併
協
議
会

事
務
局
長
に
な
り
、
４２
年
の
東
大
阪
市
誕
生
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
衆
議
院
議

員
と
な
り
、
昨
年
政
界
を
引
退
す
る
ま
で
十
一

回
当
選
。
そ
の
間
、
運
輸
・
文
部
・
自
治
・
財

務
大
臣
、内
閣
官
房
長
官
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
は
５
月
２４
日
に
行
わ

し
る
し

れ
、
松
見
市
長
が
称
号
の
記
、
名
誉
市
民
章
、

記
念
品
の
金
盃
を
贈
呈
。
塩
川
さ
ん
は
「
約
四

十
年
に
わ
た
る
政
治
活
動
の
中
で
本
日
が
集
大

成
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が

今
日
一
日
で
報
わ
れ
た
よ
う
で
感
激
い
っ
ぱ
い

で
す
。
余
生
は
東
大
阪
市
の
発
展
、
さ
ら
に
は

自
治
行
政
全
般
の
振
興
の
た
め
に
い
っ
そ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
名
誉
市

民
は
商
工
会
議
所

会
頭
な
ど
を
務
め

た
故
・
上
野
義
雄

さ
ん
、
作
家
の
故

・
司
馬
�
太
郎
さ

ん
に
つ
づ
き
三
人

目
と
な
り
ま
す
。

松見市長から塩川さんに名誉市民章が贈られました

式
典
終
了
後
に
は
、
塩
川
さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
ク
ス
ノ
キ
の
記
念
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
さ
あ
、
待

ち
に
待
っ
た
夏
休
み
�
み
ん

な
で
楽
し
も
う
�

子
ど
も
マ
ジ
ッ
ク
教
室

◇
と
き

７
月
２５
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
講
師

プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ

ン

ミ
ス
タ
ー
マ
ジ
ッ
ク
リ

ン
（
小
林
保
さ
ん
）

◇
対
象
・
定
員

小
学
校

三
年
生
〜
中
学
生
・
三
十
人

※
親
子
で
参
加
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

◇
費
用

五
百
円

科
学
実
験
・
体
験
・
工
作
教
室

空
気
で
遊
ぼ
う

�
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
「
科
学
体
験
館
サ
イ
エ
ン

ス
・
サ
テ
ラ
イ
ト
」
の
協
力

で
、
ゴ
ミ
袋
で
で
き
る
熱
気

球
、
気
圧
に
よ
る
空
き
缶
つ

ぶ
し
な
ど
の
実
験
や
、
簡
単

な
工
作
を
し
て
楽
し
み
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

◇
講
師

樟
蔭
高
等
学
校

教
諭

船
田
智
史
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

小
学
校

三
年
生
〜
六
年
生
・
四
十
人

親
子
お
も
し
ろ
工
作

〜
音
を
楽
し
む

手
作
り
オ
モ
チ
ャ
〜

昔
か
ら
あ
る
お
も
ち
ゃ
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
、
楽
し
い
音

が
出
る
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
作

り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
８
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

◇
講
師

小
さ
な
お
も
ち

お

ま

け

や

ズ

ゃ
の
博
物
館
「
豆
玩
舎
Ｚ
Ｕ

ン

ゾ

Ｎ
Ｚ
Ｏ
」

◇
対
象
・
定
員

小
学
生

と
そ
の
保
護
者
・
三
十
組

◇
費
用

五
百
円

手
作
り
ケ
ー
ナ
教
室

ど
ん
な
音
が
で
る
の
か

な
？
手
作
り
ケ
ー
ナ
制
作
・

演
奏
者
の
松
岡
則
幸
さ
ん
を

講
師
に
、
自
分
だ
け
の
ケ
ー

ナ
を
作
り
、
演
奏
し
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
松
岡
さ
ん
に
よ

る
演
奏
会
も
行
い
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１４
日
�
、

１５
日
�

午
後
１
時
〜
３
時

（
計
二
日
間
）

◇
対
象
・
定
員

小
学
校

四
年
生
〜
中
学
生
・
三
十
人

◇
費
用

五
百
円

自
然
体
験
教
室

市
の
ふ
る
さ
と
村
�
奈
良

県
下
北
山
村
�
で
、
星
の
観

察
や
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
し
て
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

７
月
２６
日
�
〜

２８
日
�
（
二
泊
三
日
）

※
往
復
バ
ス
を
利
用
し
、

ロ
ッ
ジ
く
す
の
き
に
宿
泊
し

ま
す
。

◇
対
象
・
定
員

小
学
校

四
年
生
〜
中
学
生
・
四
十
人

※
申
込
み
が
二
十
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◇
費
用

一
万
三
千
円

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
７
月
５

日
�
（
必
着
）
ま
で
に

※
親
子
で
参
加
す
る
と
き

は
、
親
と
子
ど
も
の
氏
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
と
き
は
、

７
月
７
日
�
に
抽
選
し
ま
す
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７７
・
０
０
５
６
長
堂

一
ー
一
七
ー
二
九

社
会
教

育
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７

８
９
）
４
１
０
０
、
�
０
６

（
６
７
８
９
）
５
２
１
２

東
大
阪
市
誕
生
・
発
展
に
貢
献

塩川正十郎さんに

の称号を贈呈

いい
いい
まま
ちち
東東

へへ

大
阪
大
阪

■特集・東大阪市政だより１，０００号記念

伝伝 ええ 続続 けけ たた４４５５年年 のの 軌軌 跡跡

東大阪市政だよりは昭和４２年２月の三市

合併以来、毎月の発行を続け、このほど、

記念すべき１，０００号の発行を迎えることがで

きました。

これまで発行してきた市政だよりと市政

だよりにご登場いただいた市民や団体の皆

さんを紹介し、本市を振り返ります。

本
市
の
誕
生
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
名
誉
市
民
・
塩
川
正
十
郎
さ
ん
に
、

合
併
当
時
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
政
だ
よ
り
１
０
０
０
号
発

行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

確
か
第
１
号
が
、
昭
和
４２
年

２
月
１
日
号
で
し
た
ね
。

あ
れ
か
ら
４５
年
…
月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
当
時
の

思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆

け
巡
り
ま
す
。

東
大
阪
市
は
、
布
施
市
・
河

内
市
・
枚
岡
市
の
三
市
合
併
に

よ
り
昭
和
４２
年
２
月
１
日
に
誕

生
し
た
わ
け
で
す
が
、
合
併
後

は
辰
巳
市
長
を
先
頭
に
、
ま
ち

が
急
激
に
変
化
し
ま
し
た
ね
。

合
併
成
功
は
情
報
公
開

当
時
、
大
阪
市
は
東
部
方
面

へ
市
域
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
大
阪
府
が
南
北
に
分
断

さ
れ
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
大

阪
府
は
、
三
市
の
自
主
合
併
を

応
援
し
て
き
た
経
過
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

合
併
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
私
は
、
私
の
立
場
（
布
施
市

助
役
兼
三
市
合
併
協
議
会
事
務

局
長
）
で
こ
の
合
併
を
成
功
さ

せ
る
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。

市
民
と
報
道
を
味
方
に
し
な

け
れ
ば
成
功
は
な
い
と
考
え
た

私
は
、
新
聞
記
者
と
の
定
例
的

な
会
合
の
場
を
も
ち
、
計
画
の

進
行
状
況
、
検
討
事
項
な
ど
す

べ
て
の
情
報
を
包
み
隠
さ
ず
お

話
し
し
ま
し
た
。今
で
い
う「
情

報
公
開
」
で
す
。
結
果
と
し
て

こ
れ
が
成
功
へ
導
い
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
今
で
も
思
っ

て
い
ま
す
。

行
政
の
担
う
べ
き
は

企
業
間
の
架
け
橋

関
西
の
中
小
企
業
は
、
今
、

不
況
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
東

大
阪
の
企
業
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
組
み

合
わ
せ
る
力

に
優
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た

め
、
中
小
企
業
同
士
が
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
、
新
た
な
事
業
を
生

み
出
す
こ
と
が
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
と
も
ス
ク
ラ
ム
を

組
む
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
共
有
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。行

政
に
は
、
企
業
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、企
業
と
企

業
と
の
架
け
橋
の
よ
う
な
役
割

を
充
分
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
が
集
ま
る

魅
力
的
な
花
園
に

２
０
１
９
年
に
は
日
本
で
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
す
ね
。
日
本
初
の
ラ

グ
ビ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
「
近

鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」
で
の
開

催
に
は
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
ぜ
ひ
、
開
催
で
き
る
よ

う
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
場
の
あ
る
花
園
中

央
公
園
に
は
、
野
球
場
や
多
目

的
球
技
広
場
な
ど
が
で
き
、
ほ

ん
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設

に
な
り
ま
し
た
ね
。

個
人
的
に
は
、
も
う
少
し
花

や
木
の
種
類
を
増
や
し
て
、
季

節
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
に

よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が

憩
え
る
魅
力
的
な
公
園
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

受
け
継
い
だ
も
の
を

守
る
た
め
に

私
の
大
好
き
な
ま
ち
、
東
大

阪
市
―
。
自
分
が
生
ま
れ
た
思

い
出
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
で
す
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な

も
の
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
そ
れ
ら
を
守
る
た
め
、

自
分
た
ち
も
当
然
努
力
を
惜
し

み
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
行
政
と
い

っ
し
ょ
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

今
ま
で
以
上
に
「
い
い
ま
ち
東

大
阪
」
に
し
て
ほ
し
い
と
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

経 歴
塩川 正十郎（しおかわ まさじゅうろう）

１９２１年１０月１３日東大阪市（旧布施市）生まれ。慶応義塾
大学経済学部卒。１９６４年布施市助役に。１９６６年三市合併協
議会事務局長に就任。１９６７年衆議院選で初当選し、当選
１１回。運輸大臣や財務大臣などを歴任し、政界を引退。
２００４年、東大阪市で３人目の名誉市民に（市政だより
平成１６年６月１５日号・第８１５号に掲載）。

※
６
・
７
面
に
続
く
。

２７月９日から住民票と手続きが変わります

３後期高齢者医療保険料額決定通知書７月中旬に送付します

４・５保健所・センターだより

６・７市民とともに振り返る～伝え続けた４５年の軌跡
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三
市
合
併
協
定
調
印
式
�

記
念
す
べ
き
第
１
号
の
市
政
だ
よ
り

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



住
民
票
の
様
式
を

変
更
し
ま
す

現
在
、
世
帯
票
の
形
で
作
成

し
て
い
る
住
民
票
を
７
月
９
日

か
ら
個
人
票
の
形
に
変
更
し
ま

す
。
「
住
民
票
の
写
し
」
は
次

の
２
つ
の
様
式
の
い
ず
れ
か
を

お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。▽

連
記
式
�
現
在
の
住
民
票

の
写
し
と
同
様
、
１
枚
に
同
じ

世
帯
の
方
３
人
ま
で
を
ま
と
め
、

最
新
の
内
容
の
み
を
印
刷
し
ま

す
。※

特
に
要
望
が
な
い
限
り
は
、

こ
ち
ら
の
様
式
を
お
渡
し
し
ま

す
。▽

個
人
票
�
１
枚
に
１
人
で
、

市
が
保
管
す
る
住
民
票
と
同
じ

形
の
も
の
で
す
。
住
所
や
氏
名

な
ど
の
変
更
が
あ
る
と
、
抹
消

線
を
引
い
た
う
え
で
新
し
い
項

目
を
記
載
し
ま
す
。
申
請
時
点

で
同
一
世
帯
の
方
の
最
新
の
住

民
票
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め
て

契
印
処
理
を
し
、
１
通
と
し
て

お
渡
し
し
ま
す
。

※
履
歴
の
証
明
が
必
要
な
場

合
は
、
こ
ち
ら
の
様
式
を
お
渡

し
し
ま
す
。

【
７
月
９
日
以
前
の
情
報
は

改
製
除
票
を
】

７
月
９
日
に
一
斉
改
製
を
行

い
、
最
新
の
情
報
の
み
で
新
し

い
住
民
票
を
作
成
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
以
前
の
住
所
な
ど
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
改
製
除
票

（
３
０
０
円
）
の
取
得
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
住
民
も

住
民
票
に
記
載
し
ま
す

特
別
永
住
者
や
中
長
期
の
在

留
資
格
の
あ
る
外
国
人
住
民
が

い
る
世
帯
に
「
仮
住
民
票
記
載

事
項
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

通
知
内
容
に
基
づ
き
住
民
票

を
作
成
し
ま
す
の
で
、
同
じ
世

帯
に
日
本
人
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
方
の
続
柄
を
職
権
で
変
更

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、住
所
や
世
帯
構
成
の
証

明
は
、
日
本
人
と
同
様
、「
住
民

票
の
写
し
」ま
た
は「
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
」と
な
り
ま
す
。

な
お
、
外
国
人
登
録
原
票
は

７
月
９
日
以
降
、
国
へ
返
却
し

ま
す
。

こ
の
た
め
、
従
来
の
「
外
国

人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

（
旧
称
�
外
国
人
登
録
済
証
明

書
）」は
廃
止
さ
れ
、
交
付
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
過
去
の
記
録

が
必
要
な
場
合
は
、
原
票
の
開

示
請
求
を
法
務
省
秘
書
課
個
人

情
報
保
護
係
（
電
話
０
３
・
３

５
８
０
・
４
１
１
１
）
へ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
に
は
日
数
が

か
か
り
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
４
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
３

住
所
や
世
帯
構
成
の

変
更
手
続
き

外
国
人
住
民
も
日
本
人
と
同

様
、
東
大
阪
市
か
ら
他
市
町
村

へ
転
出
す
る
場
合
、
今
後
は
転

出
届
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
の
際
は
、
引
越

し
す
る
方
全
員
の
外
国
人
登
録

証
明
書
（
順
次
、
特
別
永
住
者

証
明
書
ま
た
は
在
留
カ
ー
ド
に

切
替
え
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

外
国
人
登
録
証
明
書
の

有
効
期
限
の
確
認
を

�
�
特
別
永
住
者
�

次
回
確
認
（
切
替
）
申
請
期

間
の
初
日
（
誕
生
日
）
ま
た
は

平
成
２７
年
７
月
８
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
ま
で
有
効
で
す
。
有

効
期
限
の
２
か
月
前
か
ら
有
効

期
限
ま
で
の
間
に
更
新
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
従
来
の

誕
生
日
か
ら
３０
日
以
内
の
手
続

き
期
間
が
、
有
効
期
限
（
誕
生

日
）
ま
で
に
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、更
新
の
手
続
き
に
は
、

３
�
×
４
�
の
証
明
写
真
が
１

枚
必
要
で
、
写
真
サ
イ
ズ
と
枚

数
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
、
市
民
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
で

き
ま
す
。次
回
か
ら
は「
特
別
永

住
者
証
明
書
」を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
１６
歳
未
満
の
方
は
、

１６
歳
の
誕
生
日
ま
で
有
効
で
す
。

�
�
永
住
者
�

平
成
２７
年
７
月
８
日
ま
で
有

効
で
す
。
有
効
期
限
の
２
か
月

前
か
ら
有
効
期
限
ま
で
の
間
に

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
従
来
の
誕
生
日
か
ら
３０
日

以
内
の
手
続
き
期
間
が
、有
効
期

限（
誕
生
日
）ま
で
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
場
所
は
入
国
管
理

局
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０

・
０
１
３
９
０
４
）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
次
回
か
ら
は
「
在

留
カ
ー
ド
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
１６
歳
未
満
の
方
は
、

１６
歳
の
誕
生
日
ま
た
は
平
成
２７

年
７
月
８
日
の
い
ず
れ
か
早
い

日
ま
で
有
効
で
す
。

�
�
定
住
者
や
日
本
人
の
配

偶
者
な
ど
、
�
�
以
外
で
中
長

期
に
在
留
で
き
る
方
�

一
部
の
方
を
除
き
在
留
期
限

ま
で
有
効
で
す
。
入
国
管
理
局

で
、
在
留
期
間
の
延
長
が
行
わ

れ
る
と
、
新
し
い
「
在
留
カ
ー

ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
１６
歳
未
満
の
方
は
、

在
留
期
限
ま
た
は
１６
歳
の
誕
生

日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
有

効
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
課

転
出
届
出
時
に
転
出
証
明
書

を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
引
越

し
す
る
方
で
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
転
出
証
明

書
情
報
を
転
出
先
の
市
町
村
へ

送
信
し
ま
す
の
で
、
郵
送
な
ど

で
の
転
出
届
出
は
必
要
で
す
が
、

原
則
と
し
て
転
出
証
明
書
は
交

付
し
な
く
な
り
ま
す
。

転
入
届
出
の
際
は
必
ず
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
転
入
手
続

き
を
す
る
な
ど
、
相
当
の
理
由

が
あ
る
場
合
は
、
転
出
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
東
大
阪

市
か
ら
転
出
す
る
と
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
廃
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
法
定
期
間
に
転
入
届

を
し
転
入
後
す
み
や
か
に
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
新

し
い
市
町
村
の
役
場
で
継
続
利

用
の
手
続
き
を
す
る
と
、
券
面

に
記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
ま
で

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
し
た
日
か
ら

９０
日
を
超
え
た
場
合
や
継
続
利

用
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
次
の

市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合
な
ど

は
継
続
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
い
市
町
村
で
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

市
民
課

住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民票票票票票票票票票票票ととととととととととと手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続きききききききききききががががががががががが変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりままままままままままますすすすすすすすすすす

転

出

が

ス

ム

ー

ズ

に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
便
性
が
向
上

お持ちの証明書 有効期限の確認を

外国人住民の
手続きが変わります

住
民
票
の
写
し

連
記
式

住
民
票
の
写
し

個
人
票
（
�
日
本
人
、
�
外
国
人
）

７月９日からよりわかりやすく

（２）平成２４年７月１日東 大 阪 市 政 だ よ り



７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

平
成
２４
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
決
定
（
本
算

定
）
に
伴
い
、「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
７

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年

金
か
ら
引
き
落
と
す
「
特
別
徴

収
」
と
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
な
ど
で
納
め
る
「
普
通
徴

収
」
に
分
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険

者
に
な
っ
た
方
は
、
資
格
取
得

月
か
ら
月
割
で
保
険
料
を
納
め

て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
】

原
則
と
し
て
年
金
受
給
額
が

年
額
１８
万
円
以
上
の
方
は
、
毎

年
度
４
月
か
ら
年
６
回
の
年
金

支
給
の
際
に
保
険
料
を
引
き
落

と
し
ま
す
。
す
で
に
特
別
徴
収

を
開
始
し
て
い
る
方
に
は
、
平

成
２３
年
分
の
所
得
に
よ
っ
て
再

計
算
（
本
算
定
）
し
、
１０
月
以

降
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る

金
額
を
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
）
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
く
わ
し
く
は
医
療
保
険
室

保
険
料
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
普
通
徴
収
】

特
別
徴
収
と
な
ら
な
い
普
通

徴
収
の
方
に
は
、
平
成
２３
年
分

の
所
得
に
よ
り
計
算
し
た
保
険

料
額
を
通
知
し
ま
す
。
７
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
計
９
回
を

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

平
成
２４
年
度
の
保
険
料
（
均

等
割
額
）
の
軽
減
措
置
を
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

【
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

に
対
す
る
軽
減
】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
す
る
日
の
前
日
に
会
社
の
健

康
保
険
や
船
員
保
険
、
共
済
組

合
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、

所
得
割
額
を
免
除
し
、
均
等
割

額
の
９
割
を
軽
減
し
ま
す
。

【
所
得
割
額
の
軽
減
】

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
で

所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
「
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
」

が
５８
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得

割
額
の
５
割
を
軽
減
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
ご
協
力
を

普
通
徴
収
の
方
は
、
口
座
振

替
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
、
銀

行
な
ど
に
出
向
く
手
間
を
省
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
、
預

貯
金
通
帳
、通
帳
印
を
持
っ
て
、

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
や
郵
便

局
、
医
療
保
険
室
保
険
料
課
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
口
座
振
替
開
始
月

ま
で
の
保
険
料
は
納
付
書
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料

納
期
限
ま
で
に
納
付
を

平
成
２４
年
度
の
保
険
料
決
定

通
知
書
を
６
月
１５
日
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
て
い
た
り
、
遅
れ

て
い
た
り
し
て
い
る
方
は
、
速

や
か
に
医
療
保
険
室
保
険
料
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
か
ら
１
年
た
っ
て
も

納
付
が
な
い
と
き
は
、
特
別
な

事
情
が
あ
る
世
帯
を
除
き
、
催

告
書
や
資
格
書
交
付
事
前
通
知

を
送
付
し
た
後
、
保
険
証
の
代

わ
り
と
な
る
資
格
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。
資
格
証
明
書
は
、

医
療
機
関
な
ど
で
提
示
す
る
と

保
険
に
よ
る
診
療
と
な
り
ま
す

が
、
い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
と
し
て
の
資

格
は
あ
り
ま
す
の
で
、保
険
料
は

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

医
療
保
険
室
保
険
料
課
へ
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

日
本
に
住
ん
で
い
る
２０
歳
以

上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

民
年
金
は
、
２５
年
以
上
保
険
料

を
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い

る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
の

自
営
業
や
学
生
、
無
職
の
方
な

ど
の
平
成
２４
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
１
万
４
９
８
０
円（
月

額
）
で
す
が
、
所
得
な
ど
に
応

じ
て
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
支

給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
は
７
月
２
日
か
ら
】

免
除
申
請
は
、
継
続
の
手
続

き
が
で
き
ま
す
が
、
毎
年
審
査

す
る
た
め
、
所
得
に
変
動
が
あ

る
方
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

７
月
２
日
�
か
ら
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
２３
年

度
分
に
つ
い
て
も
７
月
中
は
受

け
付
け
ま
す
。

【
免
除
期
間
・
対
象
】

免
除
期
間
は
、７
月（
ま
た
は

当
該
年
度
中
の
国
民
年
金
加
入

月
）か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

免
除
の
対
象
は
、
申
請
者
お

よ
び
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

中
の
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
な
ど
で
す
。

ま
た
、
３０
歳
未
満
の
方
に
は

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り

ま
す
。
申
請
者
お
よ
び
配
偶
者

（
世
帯
主
を
除
く
）
の
み
の
所

得
で
審
査
し
、
猶
予
さ
れ
た
期

間
は
資
格
期
間
に
算
入
し
ま
す

が
、
追
納
し
な
け
れ
ば
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
申
請
方
法
】

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を
持

っ
て
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
失
業

な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
（
コ
ピ
ー
可
）
が
必
要
で

す
。
書
類
が
な
い
方
は
国
民
年

金
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
追
納
を
】

免
除
期
間
の
保
険
料
は
、
１０

年
以
内
に
遡
っ
て
追
納
す
る
と
、

老
後
の
年
金
を
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
３
年
以
上
経
過
後

に
追
納
す
る
場
合
は
、
一
定
の

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、早
め
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

２０
歳
に
な
る
前
の
障
害
に
よ

り
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
方
と
、
福
祉
年
金
か
ら
切
り

替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
、
毎
年
７
月
が

現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
も
の

で
す
。
７
月
初
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

７
月
３１
日
�
ま
で
に
国
民
年
金

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

診
断
書
が
必
要
な
方
は
、
医

師
の
診
断
を
受
け
、現
況
届
と
い

っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
２４
年
１
月
１
日

現
在
、
東
大
阪
市
以
外
に
住
民

登
録
し
て
い
た
方
は
、
そ
の
市

町
村
の
平
成
２４
年
度
の
所
得
証

明
書
が
必
要
で
す
。未
申
告
の
場

合
は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
届
が
ま
だ
の
方
は
、

国
民
年
金
課
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
提
出
が
な
か
っ
た
り
遅
れ

た
り
し
た
と
き
は
、
年
金
の
支

払
い
が
一
時
差
し
止
め
に
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
障
害
給
付
金
を

受
け
て
い
る
方
で
現
況
届
の
提

出
が
ま
だ
の
方
は
、
早
急
に
日

本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

現
況
届
の
提
出
を

障
害
基
礎
年
金

（表）均等割額の軽減

軽減割合

９割

８．５割
（※）

５割

２割

※世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、基礎控除額（３３
万円）を超えない方は本来均等割額の７割軽減ですが、平成２３年度に引き続
き８．５割軽減となります。

所得の判定区分

�下欄�に属する被保険者であり、かつ当該世帯の被保険者
全員が年金収入８０万円以下（その他各種所得が０円）であ
るとき

�世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
基礎控除額（３３万円）を超えないとき

�世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が
〔基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×被保険者の数（被保険
者である世帯主を除く）〕を超えないとき

�世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が
〔基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保険者の数〕を超え
ないとき

平成２４年度

７７
月月
中中
旬旬
にに
送送
付付
しし
まま
すす

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書

免除申請は７月２日から

国 民 年 金 保 険 料

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年７月１日（３）
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早期発見・治療のために
乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�８月２３日�午前９時１５分～
午後２時３０分�中保健センター、午前
４０人・午後５０人（申込先着順、申込み

は７月６日�から） �８月３０日�午
前９時１５分～１０時１５分�市民会館１階
展示室、５０人（申込先着順、申込みは

７月１１日�から西保健センターへ）
�対平成２４年４月１日現在、４０歳以上の
偶数年齢の女性またはクーポン券対象

者 �料８００円 ※生活保護受給者と市民

税非課税世帯の方は無料。

�申�問中・西保健センター

プールの前後は必ずシャワーを

プール開きの季節になりました。プ

ールを利用するときは次のことを守り

ましょう。 �プールに入る前やトイ
レに入った後は、シャワーで体をよく

洗う �下痢などで体調が悪いときは
プールの利用を控える �咽頭結膜熱
（プール熱）の感染予防のため、プー

ルの後はシャワーを浴び、目をしっか

り洗ってうがいをする �バスタオル
などの共用は避ける

また、プール内では次のことが条例

により禁止されています。 �感染症の
患者や泥酔している者など、他の利用

者に迷惑をおよぼす恐れのある方が泳

ぐこと �１人で泳ぐことが難しい方
が補助者なしで泳ぐこと �利用者に
危害をおよぼす恐れのある容器（ガラス

びんなど）を持ち込むこと �プール
内で喫煙をすること（喫煙区域を除く）

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

薬物乱用のない社会を
覚せい剤等薬物乱用防止広報強化月間

７月は覚せい剤等薬物乱用防止広報

強化月間です。

最近は、シンナーや覚せい剤だけで

はなく、大麻、錠剤型合成麻薬ＭＤＭ

Ａ、指定薬物、脱法ハーブ、違法ドラ

ッグなど薬物が多様化し、青少年の間

でも乱用が広まるなど、深刻な問題と

なっています。

月間中は、ポスター掲示やリーフレ

ットの配布など、薬物乱用防止の啓発

を重点的に行います。

薬物乱用のない社会をつくるために、

皆さんの協力をお願いします。

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

ヘルスメイトといっしょに
おやつクッキング

�時７月２３
日�午後１
時３０分～４

時 �対市内
在住の４歳

・５歳児と

その保護者 �定１２組（申込先着順） ※

保護者１人につき、幼児２人まで。

�料大人３５０円、子ども３００円 �持親子と
もエプロン、手ふき、三角巾

�所�申�問東保健センター

骨密度測定検査

�時８月２日�午前９時１０分～１０時３０
分 �対２０歳以上の方 �定３５人（申込先
着順） �申７月２日�から電話で
�所�申�問中保健センター

薬の正しい使い方や薬剤師をイメ

ージした作品を募集します。

【ポスター】
�対府内在住の小学生 規格 ４つ

切りまたはＢ３の画用紙で色彩は自

由（文字は入れないこと） �申作品
裏側の右下に学校の所在地、学校名、

学年、氏名（ふりがなも）、電話番号

を書いて、９月７日�（必着）まで
に郵送または直接

【川柳】
�対府内在住・在勤（いずれか）の

方 規格 ５―７―５の川柳 �申ハガ

キに川柳、住所、氏名（ふりがなも）、

年齢、電話番号を書いて、８月２４日

�（消印有効）までに郵送（ファク
スも可）

◇ ◇

※応募は１人１点で未発表の作品

に限る。環境薬務課に直接も可。

�申〒５４０・００１９大阪市中央区和泉町
１―３―８ �大阪府薬剤師会「薬と健康
の週間」係 ０６（６９４７）５４８１、�０６
（６９４７）５４８０

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７

ところ
行 事

東保健センター
（０７２・９８２・２６０３）

中保健センター
（０７２・９６５・６４１１）

西保健センター
（０６・６７８８・００８５）

専門相談

�
	
	
	



クラミジア・梅毒・

エイズ検査

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ

ルス検査

�
�
�
�



（証明書の発行はありま

せん）

５日�・１９日�
９：３０～１１：００

１１日�・２５日�
９：３０～１１：００

９日�・２３日�
９：３０～１１：００

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

４日�・５日�・１７日�・
１９日�

１４：００～１６：００

２４日�
１０：００～１２：００

３日�
１０：００～１２：００

１０日�・１１日�・１７日�・
１９日�・２４日�・２５日�

１４：００～１６：００

４日�・１８日�
１０：００～１２：００

３日�・１７日�・２４日�
１４：００～１６：００

結核相談
５日�・１９日�

１４：００～１５：００

２日�・２３日�
１４：００～１５：００

骨密度測定（予約制、

対象は２０歳以上の方）

１２日�
９：３０～１０：００

１２日�
９：００～１１：００

２５日�
９：２０～１０：００

電話健康相談 月曜日～金曜日 ９：００～１２：００・１２：４５～１７：３０

４か月児健康診査

�平成２４年３月生まれ�
※個別に通知しています。

１０日�・２４日�
１３：１０～１４：００

３日�・１０日�・２４日�
９：１０開始

１７日�（北部）
９：３０開始

１１日�・１８日�・２５日�
１３：００～１４：１０

１歳６か月児健康診査

�平成２２年１２月生まれ�
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

１８日�・２５日�
１３：４０～１４：３０

１３日�・２７日�
１３：００開始

（北部は来月）

３日�・１７日�
１３：１５～１４：１５

３歳６か月児健康診査

�平成２１年１月生まれ�
※個別に通知しています。

１３日�・２７日�
１３：３０～１４：２０

４日�・２０日�
１３：００開始

１１日�（北部）
１３：３０開始

１０日�・２４日�
１３：１５～１４：１５

離乳食講習会 １７日� １３：００開始 １８日� １３：３０開始 １３日� １３：００開始

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児�
１０日�・２４日�

１４：００～１４：３０

３日�・１０日�・２４日�
１７日�（北部）

９：３０～１０：００

１１日�・１８日�・２５日�
１３：３０～１４：００

�飼えなくなった犬・猫の引取りは、動物指導センター（０７２・９６３・６２１１）まで。
�一般健康相談は廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。
�（北部）は盾津鴻池公民分館分室です。

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

料 金

２，４８０円

各４３２円

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

受付日・時間

９：３０

〜

１１：００

３日�
２４日�

９日�

検査の種類

検便
（赤痢菌、サルモネラ属菌、大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法に基づく
飲用水水質検査

�
�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�
�

ポポポポポポポポポポポポポポススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーー原原原原原原原原原原原原原原画画画画画画画画画画画画画画とととととととととととととと川川川川川川川川川川川川川川柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳をををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集

薬 と 健 康 の 週 間

（４）平成２４年７月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください

夏期食品一斉取締りを実施

食中毒など、食品が原因となる事故

が発生しやすい季節になりました。

市では、７月を夏期食品一斉取締り

月間と定め、仕出屋や弁当屋などの大

量調理施設、スーパーマーケットなど

の小売店を重点的に監視し、食品など

の衛生的な取扱いや適正表示に関する

指導を行います。

さらに、Ｏ１５７などの細菌検査や食品

添加物の検査を実施し、不良な食品が

流通しないように努めます。家庭での

食品の取扱いも注意しましょう。

【食中毒予防啓発街頭キャンペーン】
�大阪食品衛生協会東大阪市東・中
・西支部によるキャンペーンを行いま

す。呼びかけをしながら啓発物品を配

布します。 �時７月１０日�午後２時～
３時 �所イオン鴻池店周辺商店街

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

糖尿病食事学習会

�時７月１８日�午前１０時３０分～午後１
時 �対血糖値が高めまたは軽症糖尿病
の方とその家族 �定１０人（申込先着順）
�内講話「夏の食事で気をつけたいこと」、
調理実習、試食交流会 �料７００円 �持
エプロン、三角巾、手ふき、筆記用具

�申７月１３日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�７月２日�午前１０時～１１時�
東保健センター �６日�午前９時３０
分～１０時３０分�西保健センター �１１
日�午前１０時～１１時�縄手南公民分館
�１８日�午前１０時～１１時�はすの広場
（近江堂） �１９日�午前９時３０分～１０
時３０分�中保健センター �２５日�午
前１０時～１１時�ももの広場（楠根）
�対３歳未満の乳幼児 �内身体測定、育
児・栄養相談など

�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�７月１７日�午前９時２０分～１０
時�西保健センター �２０日�午後１
時３０分から・午後２時から�東診療所
（申込みは東保健センターへ） �内�対
�肺がん検診�市内在住の４０歳以上の
方 �結核検診�市内在住の６５歳以上
の方 �定各３０人（申込先着順）
�申�問東・西保健センター

夜間肝炎ウイルス検査

�時７月２４日�午後６時～７時３０分
�所中保健センター �対肝炎ウイルス検
査を受けたことのない方

�問健康づくり課

気軽にご相談ください
健康・禁煙相談広場

�時�所�７月１０日���東保健センタ
ー、�ももの広場（楠根） �１１日�
��中保健センター �１２日���夢
広場（布施駅前） �１７日���ゆう
ゆうプラザ（日下）、�はすの広場（近
江堂） �２０日���やまなみプラザ
（四条）、�中保健センター �２６日�
��グリーンパル（中鴻池） ☆�は午
前１０時３０分～１１時３０分、�は午後３時～
４時 �対２０歳以上の方 �内健康・禁煙
相談、女性の健康相談、血圧測定など

�問健康づくり課

７月は愛の血液助け合い運動月間
献血にご協力を

�時�所�７月１日	�新池島自治会館
�２日��イオン鴻池店（鴻池町１）
�５日��イトーヨーカドー東大阪店
（吉田下島） �６日��グルメシティ
長瀬店（小若江２） �８日	�英田北
小学校 �１３日��縄手南小学校 �
２７日��近鉄瓢�山駅南側 ※受付時

間は場所によって異なり、日程を変更

する場合もあります。受付時に保険証

などで本人確認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター ０６

（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００ �地
域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、�０７２
（９６０）３８０６

アタマジラミを見つけたら

子どもが頭をかいて、かゆみを訴え

たら髪の毛を念入りに調べてみてくだ

さい。アタマジラミが原因かもしれま

せん。

アタマジラミの卵は耳の後ろや頭頂

部、えりあしなどで見つかることがあ

りますが、髪の毛にしっかりと固着し

ており、簡単には取れません。夏季は

プール使用前の検査で見つかることが

多いですが、１年を通して発生してい

ます。アタマジラミは、集団生活をし
まんえん

ていると、その中で蔓延しやすいため、

見つけた場合は次のように処置を行っ

て拡大を防ぎましょう。

�清潔なスキグシで髪の毛を丁寧に
すいて卵を除去する �枕カバーやシ
ーツ、タオル、帽子や衣服は熱湯や乾

燥機などで熱処理（６０℃で５分間）し

た後洗濯する（さらにアイロンをかけ

るとより効果的） �市販のアタマジ
ラミ用シャンプーを使用する

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

大切な人を自死で亡くされた方へ
わかちあいの会

遺族の方中心の安心できる場です。

�時７月２１日
午後２時～４時 �所花園
生活支援センター（岩田町２―１―３３）

�問健康づくり課

お口の状態を知りましょう
成人歯科健康相談

必要なケアを歯科医師といっしょに

考えます。 �時�所�７月１２日��東保
健センター �２５日��西保健センタ
ー �８月２日��中保健センター
☆いずれも午前９時３０分～１１時３０分

�対２０歳以上の方 �定各１２人（申込先着
順）

�申�問東・中・西保健センター

体内年齢若返りへＧＯ�教室
あなたの体力年齢は？

�時７月１７日�午後１時３０分～３時３０
分 �所東大阪アリーナ �対市内在住の
方 �定４０人（申込先着順） �内体力・血
圧測定、家庭でできる簡単体操など

�持運動ができる服、室内用シューズ、
お茶、タオル �申７月３日�から電話
で

�申�問中保健センター

ペットなどの動物から人にうつる

動物由来感染症には、狂犬病をはじ

め多くの種類があります。動物に症

状がなくても病原体をもっていて、

感染源となる場合もあります。感染

症を防ぐため、次のことに注意しま

しょう。

�動物を触る前後や飼育場所など
の清掃後、フンが手についたときは

手洗い消毒をする �口移しで食べ
物を与えるなどの濃厚な接触はしな

い �室内で飼育する場合は換気す
る �飼育場所は清潔にし、フンや
尿の始末をこまめに行い、周囲に飛

び散らないようにする �野生動物
の家庭での飼育や野外での接触は避

け、むやみにエサを与えない �ペ
ットの定期健診を受けて病気の早期

発見に努め、異常がある場合は速や

かに動物病院で受診する �飼い主
が健康不良で医療機関に受診すると

きはペットの飼育状況も医師に説明

する �犬の飼い主は飼い犬登録を
し、狂犬病予防注射を毎年受けさせる

【マナーを守って】
ペットと仲良く暮らすために、次

のことを守りましょう。

�飼い主が必ずフンの後始末をす
る �飼い主が拾えない場所でフン
をさせたり、周囲に迷惑をかける場

所で尿をさせたりしない �できる
だけ飼育場所で排せつを済ませてか

ら散歩に行く

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

動物からの感染症にご注意
マナーを守って清潔に

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年７月１日（５）



未
来
へ
つ
な
ぐ

モ
ノ
づ
く
り

川
端
ネ
ジ
製
作
所

代
表
・
川
端
謙
二
さ
ん

前
に
市
政
だ
よ
り
に
掲
載

さ
れ
て
か
ら
１７
年
経
つ
ん
で

す
ね
。よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
の
こ
ろ
と
は
ず
い
ぶ
ん

変
わ
り
ま
し
た
よ
。
子
ど
も

た
ち
も
入
社
し
、
若
い
力
で

ど
ん
ど
ん
技
術
力
が
高
ま
り
、

家
族
４
人
の
小
さ
な
工
場
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
を
直
接
聞
き
、
そ

れ
を
形
に
し
、
最
後
ま
で
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
モ
ノ
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
製
造
業
者
で
す

が
、
モ
ノ
づ
く
り
に
は
や
は

り
遊
び
心
が
ほ
し
い
と
の
思

い
か
ら
、
隠
す
の
で
は
な
い

ネ
ジ
と
ナ
ッ
ト
で
い
か
に
魅

せ
ら
れ
る
か
、
そ
こ
か
ら
ア

ー
ト
ネ
ジ
は
始
ま
り
ま
し
た
。

２５
年
前
の
こ
と
で
す
。

ア
ー
ト
ネ
ジ
を
作
っ
て
き

て
良
か
っ
た
と
思
う
出
来
事

が
１
年
前
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
小
学
校
で
の
出
前

授
業「
ネ
ジ
体
験
教
室
」で
、

子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

え
た
こ
と
で
す
。そ
れ
ら
は
、

私
た
ち
の
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

た
だ
、
モ
ノ
づ
く
り
へ
の

挑
戦
は
、
決
し
て
楽
し
い
だ

け
の
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
従
業
員
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
思
い
は
、
ア

ー
ト
ネ
ジ
だ
け
で
な
く
、
精

密
に
特
化
し
た
ネ
ジ
に
つ
い

て
も
強
化
し
、
自
社
の
技
術

力
を
も
っ
と
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
私
の
ア
ー
ト

ネ
ジ
へ
の
思
い
入
れ
が
強
い

ぶ
ん
、
家
族
と
ケ
ン
カ
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

子
ど
も
も
妻
も
、
い
つ
も
私

と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
れ

る
、
後
押
し
し
て
く
れ
る
、

心
強
い
存
在
で
す
。
特
に
、

妻
は
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
い

っ
ぱ
い
。
妻
が
い
る
と
場
の

雰
囲
気
が
パ
ァ
ー
ッ
と
明
る

く
な
り
、
前
向
き
な
気
持
ち

に
し
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
、

家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
が
、
半
人
前

で
い
い
ん
で
す
。�
１
人
前
に

な
り
た
い
�
と
が
ん
ば
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

川
端
ネ
ジ
は
、
１０
年
後
、
２０

年
後
も
楽
し
く
精
一
杯
も
の

作
り
を
し
て
い
た
い
で
す
。

結
婚
し
て
京
都
か
ら
移
り
住
ん
だ
ば
か

り
の
と
き
、主
人
に「
ま
ち
の
こ
と
が
覚
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
」と
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
を
勧

め
ら
れ
、応
募
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
の
こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
環
境
に
良
い

か
ら
と
自
転
車
の
往
来
が
と
て
も
多
く
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
運
転
マ
ナ
ー

の
悪
化
が
目
に
付
き
ま
す
。
違
法
駐
輪
の

自
転
車
が
道
を
塞
い
で
い
る
の
も
改
善
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
う
い
っ
た
自
転
車

の
マ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
ご
み
の
出
し
方
な

ど
、
啓
発
を
も
っ
と
市
政
だ
よ
り
に
掲
載

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
ご
み
の

出
し
方
は
、
定
期
的
な
啓
発
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。

今
、
私
は
、
主
人
の
仕
事
の
関
係
で
和

楽
器
や
日
本
民
謡
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

「
鴻
池
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、い
い
経
験
で
し
た
ね
。

国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
鴻
池
新
田
会
所
を
開
放

し
て
、
音
楽
を
融
合
さ
せ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
っ

た
活
動
が
広
が
り
、
文
化
の

薫
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

平成７年（１９９５年）
６月１５日号・第６０８号

こ
の
ほ
ど
、
記
念
す
べ
き
１
０
０
０
号

の
発
行
を
迎
え
た
市
政
だ
よ
り
ー
。
こ
れ

ま
で
数
々
の
取
材
を
し
、
多
く
の
市
民
や

団
体
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
輝
い
て
い
る
人
に
話
を
聞
く

「
チ
ョ
ッ
ト
い
ん
た
び
ゅ
う
」
や
公
募
し

て
市
民
の
生
の
声
を
届
け
る
「
広
報
リ
ポ

ー
タ
ー
」、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
の

紹
介
な
ど
、
市
民
が
登
場
す
る
市
政
だ
よ

り
の
作
製
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
政
だ
よ
り
に
ご
登
場
い
た

だ
い
た
市
民
や
団
体
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
、

作
製
し
た
市
政
だ
よ
り
と
と
も
に
本
市
を

振
り
返
り
ま
す
。

昭和４２年（１９６７年）から昭和５１年（１９７６年）まで
東大阪市誕生、市民会館・東体育館完成、上野義雄氏に初の名誉市民の称号を贈

る、市の人口５０万人に、府道築港枚岡線開通、第１回市民会議開催、近畿自動車道が
東大阪市まで開通

昭和５２年（１９７７年）から昭和６１年（１９８６年）まで
市制施行１０周年、市の木・市の花・市民の花を制定、近鉄布施駅周辺の高架化工事完了、第１回市民
ふれあい祭り開催、休日急病診療所オープン、第１回植樹祭開催、地下鉄中央線深江橋から長田ま
で開通、平和都市宣言と青少年健全育成都市宣言を行う、長田から生駒までを結ぶ近鉄東大阪
線開通

市
立
総
合
病
院
の
完
成
を
前
に
市
長
や
院

長
ら
の
座
談
会
に
出
席
し
た
井
上
さ
ん

昭和６２年（１９８７年）から平成８年（１９９６年）まで
市制施行２０周年、「ラグビーのまち」を表明、ドリーム２１オープン、花園
図書館オープン、中鴻池・日下リージョンセンターオープン、東大阪ア
リーナオープン、四条・布施駅前リージョンセンターオープン、故司馬
�太郎氏に名誉市民の称号を贈る 充

実
し
た
市
政
だ
よ
り
の
発
行
を

旧
東
大
阪
短
大
卒

川
添（
旧
姓
・
小
林
）宏
美
さ
ん

当
時
住
ん
で
い
た
旧
南
河
内
郡
美
原
町
の
自

宅
か
ら
バ
ス
１
本
、電
車
３
本
を
乗
り
継
い
で
、

約
１
時
間
４０
分
ほ
ど
か
け
て
高
校
、
短
大
と
５

年
間
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
生
活
は
、
し

ん
ど
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
き
監
督
、

コ
ー
チ
、
先
輩
、
後
輩
、
友
だ
ち
に
恵
ま
れ
、

楽
し
く
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

「
チ
ョ
ッ
ト
い
ん
た
び
ゅ
う
」
で
取
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た
当
時
、
や
り
投
げ
の
日
本
記
録

は
６０
ｍ
５２
�
。「
目
標
は
５５
ｍ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
５４
ｍ
７０
�
で
、
達
成
で
き
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
す
ね
。

現
在
は
大
学
生
の
息
子
と
娘
が
い
ま
す
が
、

手
も
か
か
ら
な
く
な
り
、
実
家
の
近
く
に
住
ん

で
い
ま
す
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
出
し
て

親
孝
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

市
政
だ
よ
り
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
は
東
大
阪
市
に
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
当
時
と
比
べ
る
と
、
鉄
道
や
道
路
と
も

に
充
実
し
、
東
大
阪
市
の
ま
ち
は
近
代
化
さ
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
市
の
広
報
紙
は
、
ど
の

市
町
村
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
市
民
全
般
が
参
加
・
関
心
の
も
て
る

情
報
や
活
動
の
紹
介
、
ま
た
未
来
を
担
う
若
者

た
ち
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
や
市
政
の
現
状
、

高
齢
化
社
会
、
身
体
障
が
い
者
の
目
線
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
対
応
す
べ

き
か
、
と
い
っ
た
市
民
の
知
識
や
モ
ラ
ル
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
内
容
を
発
信

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

昭
和
６０
年
（
１
９
８
５
年
）

２
月
１
日
号
・
第
３
６
９
号

昔の東大阪市を懐かしみませんか
１０００号記念 市政だよりと写真の展示会

これまで作製してきた市政だよりを１年ごとにまとめた

冊子と広報課職員が撮影した写真を展示します。ぜひ、ご

覧ください。市政だよりに登場した方もお越しください。

とき ７月１日�～３日�午前９時～午後７時
ところ 市役所本庁舎１階多目的ホール

■問合せ先 広報課 ０６（４３０９）３１０２、�０６（４３０９）３８２１

平成９年（１９９７年）９月１５日号・第６６０号

平成９年（１９９７年）から平成１８年（２００６年）まで
市制施行３０周年、第１回全国中小企業都市サミット開催、近江堂リージョンセンターオープン、市立総合病院オー

プン、楠根リージョンセンターオープン、鴻池子育て支援センターオープン、埋蔵文化財センターオープン、長瀬子育
て支援センターオープン、若江岩田駅前リージョンセンターオープン、総合庁舎移転・新庁舎にて業務開始、クリエイショ

ン・コア東大阪オープン、荒本子育て支援センターオープン、塩川正十郎氏に名誉市民の称号を贈る、花園中央公園多目的球技
広場完成、全国高校ラグビー大会に東大阪市賞を創設、モノづくり再生特区認定、中核市移行、全市立小・中学校で２期制を導入、
市イメージソング完成、花園中央公園野球場オープン、全国初の「消費者憲章」を制定

市
と
地
域
の
連
携
で
住
み
良
い
ま
ち
に

自
治
協
議
会
会
長

松
浦
隆
さ
ん

平
成
７
年
に
自
治
会
長
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、

市
政
だ
よ
り
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
約
６
２
０

世
帯
分
の
仕
分
け
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
手
馴
れ
た
も
ん
で
す
が
、
当
時
は
慣
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
に
長
瀬
東
校
区
の
自
治
連
合
会
長

（
地
域
６
自
治
会
の
代
表
）
に
な
り
、
平
成
１６

年
の
９
月
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
１０

月
に
開
催
し
た
長
瀬
東
校
区
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ

バ
ル
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を

市
政
だ
よ
り
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
の
が
嬉

し
か
っ
た
ね
。

私
は
、
何
で
も
連
合
（
約
２
５
０
０
世
帯
）

で
活
動
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
た
め
、
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
や
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
の

設
置
な
ど
、防
犯
へ
の
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
に
も
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
競
技
と
し
て

取
り
入
れ
、
６
自
治
会
で
競
い
合
い
、
楽
し
み

な
が
ら
防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

防
災
に
関
し
て
は
、
も
っ
と
市
か
ら
情
報
を

も
ら
い
、
共
有
し
た
い
で
す
ね
。
い
つ
災
害
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
方
向
性
を

示
し
て
い
た
だ
い
て
、指
導
も
お
願
い
し
た
い
。

大
き
な
市
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
へ
の
指
示
を
明

確
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
万
が
一
に
備
え
た
い

と
考
え
ま
す
。

市
と
地
域
が
連
携
し
、
住
み
良
い
ま
ち
に
、

い
っ
し
ょ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

平成１９年（２００７年）から平成２４年（２０１２年）まで
市制施行４０周年記念式典開催、市内４５校区すべてが自主防災会を結成、おおさか東線（JR放出～久宝寺）開通、
消防総合庁舎竣工、人工衛星「まいど１号」宇宙へ、土曜開庁を試行実施（第４土曜日午前に一部窓口業務開設）、
ラグビーワールドカップ誘致室を設けて誘致活動スタート、旭町子育て支援センターオープン、近鉄奈良線奈良
方面行きが高架化、オリジナルナンバープレート交付 市

政
だ
よ
り
と
と
も
に

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
や
ま
び
こ
」

市
政
だ
よ
り
の
取
材
を
受

け
た
日
は
、ち
ょ
う
ど「
や
ま

び
こ
だ
よ
り
」と
い
う
私
た
ち

独
自
の
録
音
版
を
作
製
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
突
然
広
報

課
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

確
か
当
時
は
近
隣
市
を
含
め

て
も
、
ま
だ
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
少
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

平
成
８
年
か
ら
始
ま

っ
た
録
音
版
市
政
だ
よ

り
は
、
当
初
、
情
報
量

が
少
な
く
、
作
業
日
数

も
か
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
平
成
１９
年
く

ら
い
か
ら
情
報
量
が
増

え
て
き
た
よ
う
で
、
作

業
が
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ

い
で
す
。

市
政
だ
よ
り
は
、

自
宅
で
録
音
し
、
花

園
図
書
館
で
ダ
ビ
ン

グ
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
田
ん
ぼ
だ
ら

け
だ
っ
た
東
花
園
界

隈
は
、
花
園
中
央
公

園
を
は
じ
め
、
ド
リ

ー
ム
２１
や
市
民
美
術

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
施

設
が
次
々
整
備
さ
れ

ま
し
た
ね
。

活
動
拠
点
と
し
て
い
る
永

和
図
書
館
が
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
早
く
整
備
さ
れ
る

と
嬉
し
い
で
す
。

市
政
だ
よ
り
が
１
０
０
０

号
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
、
私
た
ち
も
３
７
４
号

分
の
録
音
版
を
作
製
し
て
こ

ら
れ
た
と
思
う
と
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

７
月
１
日
号
・
第
４
７
１
号

木
製
ボ
ー
ル
に
願
い
を
託
し
Ｗ
杯
誘
致
へ

今
井
喜
代
巳
さ
ん

も
と
も
と
、
孫
の
た
め
に
木
馬
を
作
っ
て
あ
げ
よ
う
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
木
工
を
始
め
ま
し
た
。

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
す
ぐ
近
く
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
よ
り
２
つ
年
下
で
す
。
ず
っ
と
い
っ
し

ょ
に
育
っ
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、

ど
こ
に
転
が
る
か
わ
か
ら
な
い
ボ
ー
ル
に
す
っ
か
り
魅
せ

ら
れ
て
い
た
私
は
、
こ
の
大
好
き
な
花
園
と
ラ
グ
ビ
ー
に

何
か
恩
返
し
が
し
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
。「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま

ち
東
大
阪
」
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

３０
年
ほ
ど
前
に
木
製
の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
作
り
を
始
め
た

ん
で
す
。

３
年
前
か
ら
橋
本
さ
ん
に
あ
と
を
任
せ
、
木
工
作
家
と

し
て
は
一
線
を
退
き
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
気

持
ち
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
は
、
設
備
面
な

ど
か
ら
み
る
と
有
利
な
状
況
だ
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
大
阪
は
地
元
の
熱
意
を
大

い
に
示
し
て
誘
致
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
全
体
で
も
っ
と
も
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
、
活
気
に
満

ち
た
東
大
阪
を
見
せ
た
い
で
す
ね
。

橋
本
一
�
さ
ん

今
か
ら
２０
年
ほ
ど
前
、
今
井
さ
ん
の
個
展
を
見
て
、
記

念
に
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
今
井
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
が
好
き
、
作
る
の
が
好
き
、
木
の
ぬ
く
も
り

が
好
き
。
木
製
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
作
り
は
私
に
と
っ
て
好

き
な
こ
と
づ
く
し
で
す
。
自
分
が
一
生
懸
命
作
っ
た
も
の

を
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
と
て
も
嬉
し
い
。
そ
れ
が
作
る
喜

び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
製
の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に

込
め
る
思
い
が
、
世
界
の
人
々
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
花
園

誘
致
に
届
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
愛
の
一
声
」か
け
続
け
て
５０
年

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
テ
レ
ホ
ン
」

最
初
に
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
の
は

「
す
こ
や
か
テ
レ
ホ
ン
」発
足
の
翌
年
で
す
ね
。

当
時
は
近
畿
圏
で
唯
一
の
電
話
相
談
機
関
と

し
て
全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

当
初
は
暴
走
族
や
薬
物
使
用
な
ど
、
子
ど

も
の
非
行
に
関
す
る
相
談
が
多
く
、
最
近
で

は
ひ
き
こ
も
り
や
交
友
関
係
、
家
庭
内
問
題

な
ど
、相
談
内
容
が
複
雑
化
し
、時
代
と
と
も

に
変
わ
っ
て
い
く
も
の
な
ん
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
電
話
相
談
を
受
け
る
ほ
か
に
も
、

外
に
出
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
た
り
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
た
り
と
少
年
補
導
員
と
し
て

も
活
動
し
て
い
ま
す
。

１５
年
ほ
ど
前
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
薬
物

使
用
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
、

シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
て
い
た
少
年
を
見
つ
け
た

の
で
、
走
っ
て
追
い
か
け
、
注
意
し
ま
し
た
。

す
る
と
「
お
ば
ち
ゃ
ん
ら
ど
う
せ
逮
捕
も
何

も
で
き
ひ
ん
く
せ
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

あ
の
と
き
は
も
ど
か
し
か
っ
た
で
す
が
、
私

た
ち
は「
縁
の
下
の
力
も
ち
」。
検
挙
も
逮
捕

も
で
き
ま
せ
ん
が
、
や
さ
し
く
声
を
か
け
続

け
、
地
道
に
予
防
す
る
、
そ
れ
が
私
た
ち
の

役
目
で
す
。

補
導
は
「
愛
の
一
声
」
で
す
。
子
ど
も
が

好
き
だ
か
ら
皆
す
こ
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
し
、
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
返
事

を
返
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
も
の
で
す
。

悩
み
は
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
し
、
は
っ

き
り
と
し
た
答
え
の
な
い
問
題
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
で
す
が
、
相
談
者
が
話
し
て
気
持
ち

が
楽
に
な
る
ま
で
、
ど
ん
な
お
話
も
私
た
ち

が
聞
き
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

自
分
の
元
気
が
続
く
限
り
、
ず
っ
と
こ
こ

で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

昭
和
５９
年
（
１
９
８
４
年
）

３
月
１
日
号
・
第
３
４
８
号

（（左左かからら））橋橋本本ささんん、、今今井井ささんん

平成１７年（２００５年）
１月１日号・第８２８号

今も優しく電話対応する
相談員の（左から）安西さ
ん、中西さん、千谷さん

平成１７年（２００５年）
２月１日号・第８２９号

毎号市政だよりを録音し約６０人分
のコピーを作って発送しています

■特集・東大阪市政だより１，０００号記念

伝伝 ええ 続続 けけ たた４４５５年年 のの 軌軌 跡跡

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
へ

元元
広広
報報
リリ
ポポ
ーー
タタ
ーー

井井
上上
紫紫
乃乃
ささ
んん

（６）平成２４年７月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年７月１日（７）
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まなぶのつづき

角田総合老人センター
教室＆催し

【手作り作品教室】
扇子入れを作ります。 �時７月１３日
�午後１時３０分～３時３０分 �対市内在
住の６０歳以上の方 �定２０人（抽選）
�料３５０円 �持縫い針、まち針（５～６本）、
はさみ、指ぬき �申７月２日�～９日
�に電話または直接
【夏の昼下がりコンサート】
ハワイアン・バンドによる演奏やフ

ラダンスを楽しみませんか。 �時７月
１４日�午後１時～３時 �対市内在住・
在勤（いずれか）の方 �定１００人（申込
先着順） �申電話またはファクスで
【みんなの体操ひろば】
�時７月２６日�午後１時３０分～３時
�対市内在住の６０歳以上の方 �内転倒予
防体操など �持運動ができる服・靴、
タオル、飲み物 ※申込不要。

◇ ◇

�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

親子陶芸教室

干支などの作品を作ります。 �時７月
２８日�・２９日�午後１時～４時３０分
�対市内在住・在勤（いずれか）の小学
生とその保護者 �定各９組（抽選）
�料１組１，５００円 �申往復ハガキに教室名、
希望日、住所、氏名、年齢、電話番号

を書いて、７月１５日�（必着）までに
郵送

�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

パソコン教室

ワードの高度な技術を学びませんか。

【ワードとエクセルの連携】
�時７月１４日�・２１日�午後２時３０分
～４時３０分（計２日間） �申７月７日
�まで
【ワード応用】
�時７月２８日�・８月４日�午後２時

３０分～４時３０分（計２日間） �申７月
２１日�まで

◇ ◇

�対全日程受講できる高校生以上の初
心者 �定各１１人（抽選） �料３，０００円
�持筆記用具、作ったデータ持ち帰り用
のＵＳＢメモリ �申ハガキに教室名（コ
ース名も）、住所、氏名、電話番号を書

いて、各申込期限（必着）までに郵送

（ファクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

学校給食メニュー料理教室

手作りルウと東大阪産の野菜でカレ

ーシチューなどを作ります。 �時８月
２日�・３日�午前１０時～午後２時
�所学校給食センター（弥生町） �対市内
在住の小学校３年生～６年生とその保

護者 �定各１８組３６人（初参加者を優先
して抽選） �料１人３００円程度 �持エプ
ロン、三角巾、手ふき、上履き �申ハ
ガキに教室名、希望日（複数可）、住所、

氏名（保護者名も）、学校名、学年、電

話番号を書いて、７月１３日�（必着）
までに郵送（ファクス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所学校給食課
０６（４３０９）３２７７、�０６（４３０９）３８６７、�
gakkyu@city.higashiosaka.lg.jp

子育て教室「子育ての輪」

�時７月６日�・２０日�午後７時～８
時４５分、１１日�午前１０時～１１時４５分
�講カウンセラーの松木育子さん ※不

登校や子育ての悩みなどの個別相談に

も応じています（７日前までに要予約）。

�所�問長瀬青少年センター ０６（６７２７）

１２００、�０６（６７２９）９７８７

市民バレーボール大会抽選会

７月２９日�に東体育館で開催するバ
レーボール大会の抽選を行います。

�時７月２０日�午後７時１５分から（受付
は午後７時から） �所市民会館５階１
会議室 �対市内在住・在勤（いずれか）
の方 ※高校生以下の方を除く。 �料
１チーム３，０００円

�問�市バレーボール協会「松澤」
０７２（９６３）６０２１ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

変更します
大型ごみを出す時間

これまで大型ごみの収集業務を環境

保全公社が行っていましたが、７月２

日から西部環境事業所が行います。こ

れに伴い、大型ごみを出していただく

時間について、「収集当日の午前８時３０

分まで」としていたところを「午前９

時まで」に変更します。

�問�西部環境事業所 ０６（６７２２）２９９４、

�０６（６７２７）９４２３ �環境事業課 ０６

（４３０９）３２００、�０６（４３０９）３８１８

【親子理科実験教室】
算数パズルで頭の体操をします。

�時８月２４日�午後２時３０分～３時３０
分 �所社会教育センター �対小学生
以上の子どもとその保護者および祖

父母（大人１人に子ども２人まで可）

�定３０組 �料１人１５０円
【親子おやつ作り教室】
果物や日本伝統の材料で冷たいお

やつを２種類作ります。 �時８月５
日�午後１時３０分～３時 �所長堂公
民分館 �対小学生以上の子どもとそ
の保護者および祖父母（大人１人に

子ども２人まで可） �定８組 �料１

組１，０００円

【親子で作るロボット工作教室】
木のロボットストラップを作りま

す。 �時７月２９日��Ａコース�午
後１時～２時５０分 �Ｂコース�午
後３時～４時５０分 �所社会教育セン
ター �対３歳以上の子どもとその保
護者および祖父母（大人１人に子ど

も２人まで可） �定各１０組 �料ロボ
ット１体５００円 �持はさみ、デコシー
ル、ラインストーンシール

【自然体験教室】
自然の中で川遊びや星座観察など

を楽しみませんか。 �時８月２日�

～４日�（２泊３日） �所下北山ス
ポーツ公園（奈良県吉野郡） �対小
学校４年生～中学生、高校生（キャ

ンプリーダーの補佐ができる方に限

る） �定４０人 �料１万３，０００円 ※７

月２２日�午前１０時から社会教育セン
ターで説明会を行います。

◇ ◇

※いずれも抽選。 �申往復ハガキ
（１教室１枚）に教室名（ロボット工

作教室はコース名・作りたいロボッ

トの数も）、住所、氏名（保護者参加

の場合は保護者名、ふりがな、続柄

も）、学校名、学年、電話番号を書い

て、７月１７日	（消印有効）までに郵送
�申�問〒５７７・００５６長堂１―１７―２９ 社会

教育センター ０６（６７８９）４１００、�０６
（６７８９）５２１２

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６（６７８４）５６３０

１０日	
２４日	

１３日�
２７日�

５日�
１９日�

６日�
２０日�

１２日�
２６日�

３日	
１７日	

６日�
２０日�

４日�
１８日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：４０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

日下町丹波神社西

駅前公園（上石切町２）

ダイアパレス横（西石切町２）

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

桜井児童遊園

瓢�山稲荷神社東駐車場
大池公園

新池島町児童遊園

オーク新石切（西石切町７）

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

ＮＴＴ社宅（善根寺町４）

マンハイム石切（日下町４）

ＪＡ孔舎衙（日下町６）

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

メープルコート（島之内１）

玉串西団地集会所前

府営東大阪玉串住宅

ライオンズマンション（若江東町２）

角田総合老人センター

プレジデント東大阪（岩田町６）

八戸の里公園相撲場西

１１日�
２５日�

１１日�
２５日�

４日�
１８日�

５日�
１９日�

１０日	
２４日	

３日	
１７日	

１２日�
２６日�

１３日�
２７日�

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

１３：３０～１４：３０

１５：１０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：２０

１３：３０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

若江本町北公園

イズミヤ若江岩田店

東楠風荘公園稲荷神社横

寺嶋公園

春光園（横枕）

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

大和公園

近江堂行政サービスセンター北

市営島町住宅

市営鷺島住宅集会所前

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

稲田公園

御厨天神社境内

新家西町第２公園

五百石公園（御厨東２）

社 会 教 育 セ ン タ ー
市民講座「夏休み企画」楽しく学ぼう

（８）平成２４年７月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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ボランティア体験プログラムin東大阪

【車いす体験教室】
車いすの取扱

いと介助の仕方

を学びます。

�時８月４日�午
後１時～４時

�所総合福祉センター �対中学生以上の
方 �定２０人（申込先着順） ※５人未

満の場合は中止。 �申７月２７日�まで
【施設体験】
市内の福祉施設などで、ボランティ

アを体験します。 �時８月３１日�まで
�申体験希望日の１０日前まで（最終受付
は８月１７日�まで）

◇ ◇

�申申込書に必要事項を書いて、各申
込期限（必着）までに郵送または直接

※申込書はボランティア・市民活動セ

ンターで配布。同センターホームページ

（http:��www.heartnet-hoshakyo.org
�）からダウンロードもできます。
�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
ボランティア・市民活動センター ０６

（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

夏休み子ども工作教室

切り紙でうちわを作ります。 �時７
月２９日�午後２時～４時 �対市内在学
の小学生 �定２０人（抽選） �料３５０円
�申往復ハガキに教室名、住所、子ども
と保護者の氏名（ふりがなも）、年齢

（学年も）、電話番号を書いて、７月１３

日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

多文化理解講座
アルパとギターで奏でるラテン音楽

メキシコ人のエミリオ・モラレスさ

んによるアルパという楽器とギターの

演奏などを通して、ラテン文化にふれ

てみませんか。

�時７月２２日�午後２時～４時 �所く
すのきプラザ（若江岩田駅前） �対市内
在住・在勤・在学（いずれか）の方

�定４０人（抽選） �申往復ハガキ（１枚
２人まで）に講座名、代表者の住所、

参加者全員の氏名、電話番号を書いて、

７月１０日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所文化国際課内
国際情報プラザ ０６（４３０９）３３１１、�０６
（４３０９）３８２３

夏休み手作り教室

粘土を使って馬形はにわ、馬具のス

トラップを作ります。 �時７月２２日�
午前１０時３０分～午後２時３０分 �対小学
生とその保護者 �定１５人（申込先着順）
�持弁当、水筒 ※入館料（大人５０円、

高校・大学生３０円、小・中学生２０円）

が必要。 �申７月３日�から電話で
�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

東大阪水泳教室

�時７月３０日�～８月１７日�午前９時
～１１時３０分（土・日曜日を除く計１５日

間） �所東大阪アリーナ �対小学校３
年生以上の方 ※医師などから水泳を

禁止されている方を除く。 �定２００人
（申込先着順） �料１万４，０００円（返金
不可） �持水着、指定の水泳帽 �申申
込書に必要事項を書き（小・中学生は

保護者の押印も）、料金と本校「中級」

以上の方は修了証を添えて、７月１４日

�・１５日�午前１０時～正午に東大阪ア
リーナロビーへ直接 ※申込書は当日

東大阪アリーナロビーで配布。

�問�俊徳中学校「津塩」 ０６（６７２８）

１９４５ �青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

障害者スポーツ教室

ボッチャやフライングディスクなど

を楽しみませんか。 �時７月２２日�・
８月１２日�・９月２３日�午後１時３０分
～３時３０分（計３日間） ※１日のみ

の参加も可。 �所東大阪アリーナ �対
市内在住の障害者 �定３０人（抽選）
�申７月１０日�までに電話で（ファクス、
直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

男女共同参画社会の実現に向けて、

男女共同参画のための研究と実践の

交流推進フォーラム（ＮＷＥＣフォ

ーラム）に参加するための必要な費

用を補助します。 �時８月２４日�～
２６日� �所国立女性教育会館（埼玉
県比企郡） �対次のすべてに当ては
まる方 �市内在住・在勤・在学（い
ずれか）で１８歳以上 �積極的に市
の男女共同参画施策に協力できる

�市が実施する講座などを受講でき
る �定３人程度 ※審査のうえ結果

を通知。 �内女性の多様なキャリア形
成支援、次世代育成支援、ネットワ

ークづくりの支援など 補助金額
参加に必要な交通費・宿泊費の２分

の１（１，０００円未満は切り捨て、上限

２万５，０００円） �申応募用紙に必要事
項を書いて、７月２３日�（必着）ま
でに郵送（ファクス、Ｅメール、直

接も可） ※応募用紙は男女共同参

画課、イコーラム（男女共同参画セ

ンター）、行政サービスセンターで配

布。市ウェブサイトからダウンロー

ドもできます。

�申�問�〒５７７・８５２１市役所男女共同
参画課 ０６（４３０９）３３００、�０６（４３０９）
３８２３、�danjokyodo@city.higashi
osaka.lg.jp �〒５７８・０９４１岩田町４―３―
２２―６００ イコーラム ０７２（９６０）９２０１、

�０７２（９６０）９２０７、�ikoramu@ni
fty.com

【骨格健康ヨガ教室】
�時７月８日�午前１０時～１１時３０分
�定３０人（抽選） �料５５０円 �持タオル
�申７月４日�まで
【カラオケ指導教室】
�時７月１２日�午前１０時～正午 �定

１５人（抽選） �料２５０円 �申７月８日
�まで
【プリザーブドフラワー教室】
�時７月１５日�午前１０時～正午 �定

２０人（抽選） �料２，０５０円 �持クラフ
トハサミ、ピンセット、持ち帰り用

袋 �申７月８日�まで

【初心者囲碁教室】
�時７月１４日�午後３時３０分～５時
�定１０人（抽選） �料２５０円 �申７月１０
日�まで
【パソコン教室】
�内�時�定�料�申�初心者（文字入力の

基礎）	７月１８日�午後１時～２時
３０分、３０人（抽選）、１５０円、７月１４日

�まで �応用（インターネットを
楽しむ）	７月２４日�午前１０時～正
午、１５人（抽選）、１，０５０円、７月２０日

�まで �持ノートパソコン（応用は
無線ＬＡＮ対応のもの） ※レンタ

ル（１００円）あり。

【呼吸法を使ったリラクゼーショ
ン教室】
�時７月１４日�午前１０時～１１時３０分
�定５０人（申込先着順） �料５５０円
�持運動ができる服、バスタオル �申
７月８日�まで
【楽しい書道教室】
�時７月１５日�午前１０時３０分～午後
０時３０分 �定２０人（抽選） �料１，０５０
円 �持書道用具、半紙 �申７月１１日
�まで

◇ ◇

�申教室名、住所、氏名、年齢、電
話番号を各申込期限までに電話また

はファクスで ※月曜日は休館。

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

誰もが生き生き暮らせる社会を
男女共同参画のためのフォーラム参加費を補助

グリーンガーデンひらおかの教室

夏から始めませんか

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年７月１日（９）
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東大阪物産フェア出店者

９月２９日�と３０日�午前１０時～午後
８時に近鉄百貨店東大阪店（長堂１）で

開催する物産フェアの出店者を募集し

ます。 �対他店にはないオリジナル商
品を市内で店舗販売している商業者

※出店はいずれか１日で、会場での調

理はできません。商品は事前にパッケ

ージしてください。 �定３０店（申込先
着順） �料１，０００円 �申７月３１日�まで
�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）

３８４６

テクノメッセ東大阪２０１２出展企業

モノづくりのまち東大阪が誇る製品

や技術を一堂に展示・紹介するテクノ

メッセ東大阪２０１２（１１月７日�・８日
�にマイドームおおさかで開催）へ出
展しませんか。 �対市内事業所または
東大阪商工会議所会員 �定１００小間（申
込先着順） ※料金や出展スペースな

どくわしくはお問合せください。

�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１

アルバイト保健師・助産師

乳幼児健診や健康相談などに応じる

保健師・助産師を募集します。経験が

ない方も可能です。勤務条件などくわ

しくは勤務を希望する保健センターに

お問合せください。 �対６５歳未満で保健
師・助産師の資格がある方 �定各１人
�申�問東・中・西保健センター �東
�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５ �
中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７ �
西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時７月２日�・２０日	午前９時３０分～

１１時３０分、２７日	午後１時３０分～４時
�対よちよち歩きの１歳児とその保護者
※申込不要。

【親子でリズム遊びを楽しもう】
�時７月２７日	午前１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の未就園児とその保護者

�定２０組（申込先着順） �持お茶 �申７月１３
日	午後１時３０分～５時に電話で
【水遊び】
�時�対�７月１８日～８月２９日の水曜日午

後２時～３時（８月１５日を除く）�座るこ
とができる０歳児とその保護者 �７月
２０日	・８月６日�・１７日	午前１０時～
１１時、７月２７日	・８月３１日	午後２時
～３時�１歳児とその保護者 �７月１８
日～８月２９日の水曜日午前１０時～１１時（８

月１５日を除く）�２歳以上の未就園児とそ
の保護者 �持水着または布パンツ（紙パ
ンツは不可）、タオル、お茶 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６（６７４８）

８２５１、�０６（６７４３）０５７７

あさひっこ

【親子でふれあい＆ベビーマッサージ】
�時７月１１日�午前１０時～１１時 �対０歳
児とその保護者 �定１２組（申込先着順）
【おでかけ～親子でふれあい＆ダンス】
�時７月１１日�午後１時３０分～２時３０分
�所孔舎衙公民分館 �対０歳児とその保護
者 �定１０組（申込先着順） �持抱っこひも

【親子でタオルで遊ぼ�】
�時７月２０日	午前１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児とその保護者 �定１２組（申込
先着順） �持フェイスタオル２枚、お茶

◇ ◇

�申７月３日�午前１０時から電話で
�申�問あさひっこ（旭町子育て支援セン

ター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

長瀬子育て支援センター

【おでかけ赤ちゃん広場】
�時７月６日	午前１０時３０分～１１時３０分
�所森河内公民分館 �対未歩行の０歳児と
その保護者 ※申込不要。

【しゃぼん玉で遊ぼう�】
�時７月９日� ☆金岡公園に午前１０時

３０分集合、午前１１時３０分解散 �対就学前
乳幼児とその保護者 �申７月２日�午前
１０時から電話で

【手形をとろう】
�時７月１３日	午前１０時～１１時 �対生後

５か月～１歳未満の乳児とその保護者

�定１５組（申込先着順） �申７月４日�午
後１時から電話で

【みんなで水遊び�】
�時７月２０日	午前１０時～１１時 �対１歳

以上の乳幼児とその保護者 �申７月１１日
�午後１時から電話で
【パパといっしょにしゃぼん玉】
�時７月２１日�午後１時～２時３０分 �対

１歳６か月以上の乳幼児とその保護者

�申７月２日�から電話で
【よちよちタイム】
�時７月６日	・２０日	・３０日�午後１
時３０分～３時３０分 �対よちよち歩きの１

歳児とその保護者 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６（６７２８）

１８００、�０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【みんなで水遊び】
�時�対��７月１３日	・２３日�、�７月

３０日�・８月１日��１歳６か月～２歳
未満児とその保護者 ��７月２０日	・
２５日�、�８月３日	・８日��２歳児
とその保護者 ☆いずれも午前１０時～１１

時で計２日間 �持水着または布パンツ（紙
パンツは不可）、バスタオル、お茶 ※�
�のいずれかを選択。申込不要。
【作って遊ぼう�お楽しみ広場】
�時７月２３日�午後１時３０分～３時 �対

１歳６か月以上の乳幼児とその保護者

�定３０組（申込先着順） �申７月１３日	午
後１時から電話で

【イヤイヤ期の対応】
�時７月２７日	午前１０時～１１時３０分・午後
１時３０分～３時 �対１歳６か月以上の乳
幼児とその保護者 �定各１３組（申込先着
順） �申７月１１日�午後３時から電話で
【よちよちタイム】
�時７月１３日	・２０日	午後１時３０分～
３時３０分、２５日�午前９時３０分～１１時３０分
�対よちよち歩きの１歳児とその保護者
※申込不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６（６７８８）

１０５５、�０６（６７８８）２５９７

石切保育所

【赤ちゃん教室】
�時７月１０日�午前１０時３０分～１１時３０分
�所日新高校和作法室 �対０歳児とその保
護者 �定１０組程度（申込先着順） �内親
子でふれあい遊びなど �申７月２日�か
ら電話またはファクスで

�問石切保育所 ０７２（９８４）６２６０、�０７２
（９８４）９５７８

市立総合病院では、より一層の看

護を実践していくために、助産師・

看護師の採用選考を次のとおり行い

ます。日本国籍の有無に関わらず受

験できます。 �対昭和４８年４月２日
以降生まれで、それぞれの免許を来

春取得見込みの方 �定４０人程度 採
用予定時期 来年４月 選考日 ７

月２９日� 選考科目 個別面接 合
格発表（予定） ７月３１日� �申申込

書に必要事項を書いて、６月２５日�
～７月２０日	（郵送は１８日�〈消印
有効〉）までに直接または郵送 ※申

込書は６月２５日�から市立総合病院
総務課・看護局、本庁人事課・市政

情報コーナーで交付。市ウェブサイ

トからダウンロードもできます。

�申�問〒５７８・８５８８西岩田３―４―５ 市立

総合病院総務課 ０６（６７８１）５１０１、�
０６（６７８１）２１９４

６０歳以上の方や障害がある方に収

穫の喜びを知ってもらうため、福祉

農園を設けています。 利用期間
平成２４年９月１日�～平成２６年８月
３１日� 募集農園 川俣（川俣１）

�定４５区画（抽選） �料年３，０００円程度
�申６０歳以上の方（使用開始日現在）は
健康保険証など、障害がある方は身体

障害者手帳などを持って、本人または

同居家族が７月９日�～１１日�午前

１０時～午後４時

に直接 ※東福

祉事務所は地下１階高齢福祉係、中

福祉事務所は希来里２階高齢福祉係、

西福祉事務所は２階会議室で受付。

�申�問東・中・西福祉事務所高齢福
祉係 �東�０７２（９８８）６６１７、�０７２
（９８８）６６２０ �中�０７２（９６０）９２７５、
�０７２（９６４）７１１０ �西�０６（６７８４）
７９８１、�０６（６７８４）７６７７

市立総合病院 助産師・看護師

市 職 員 を 募 集

※�所の記載のない催しは、各子育て支援センターで開催。車での来場はご遠慮くだ
さい。熱・下痢の場合や雨天・光化学スモッグなどの場合、水遊びはできません。

親子で楽しくふれあおう♪
子育て支援センター＆保育所の催し

新卒者
対象

福祉農園利用者を募集
川俣に新設しました

（１０）平成２４年７月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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花とみどりの相談室

相談員が植物の育て方などの相談に

応じます。

�時７月１０日�午後１時３０分～４時３０
分 �所市役所本庁舎１階相談室
�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、�

０６（４３０９）３８３６

税理士による税務相談

�時７月１１日�午前９時～正午（１人
３０分） �所市役所本庁舎１階相談室
�定１０人（当日先着順） �内新規開業、
相続、贈与

�問�近畿税理士会東大阪支部 ０６

（６７２５）７７０８、�０６（６７２２）２１７０ �税
制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６（４３０９）３８１０

福祉なんでも相談

高齢者や障害者、子育て中の方の相

談にコミュニティソーシャルワーカー

が応じます。 �時�所�７月２日��く
すのきプラザ（若江岩田駅前） �３
日��やまなみプラザ（四条） �４
日��夢広場（布施駅前） �５日�
�はすの広場（近江堂） �６日��
グリーンパル（中鴻池） �１８日��
ゆうゆうプラザ（日下） �１９日��
ももの広場（楠根） ☆いずれも午後

１時３０分～４時

�問福祉企画課 ０６（４３０９）３１８１、�０６
（４３０９）３８１５

母子家庭の母と寡婦のための
出張就業相談

市内在住の母子家庭の母と寡婦を対

象に、相談員が就職・転職の求人情報

の提供や履歴書の書き方、面接のアド

バイスなどを行います。 �時７月１９日
�午前１０時～午後４時 �所イコーラム
（男女共同参画センター） �定５人（申
込先着順） ※１歳６か月～就学前幼

児の保育あり（１人２００円で定員あり、

７月１０日�までに要予約）。 �申７月１８
日�までに電話で
�申�問母子家庭等就業・自立支援セン
ター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）３７９６
�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

不動産相談

�時７月１３日�午前１０時～正午 �所市
役所本庁舎１階相談室 �定５人（当日
先着順） �内土地、建物、登記など
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務（借金問題）
法 律 相 談

借金の返済・多重債務などの相談に

司法書士が応じます。

�時７月１０日�午前１０時～正午 �対市
内在住の方 �定４人（申込先着順）
�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

人 権 相 談

【特設人権相談】
�時�所�７月１２日��総合福祉センタ
ー �１９日��夢広場（布施駅前）
☆いずれも午後２時～４時

�問社会福祉協議会内人権擁護委員会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
【常設人権相談】
�時土・日曜日、祝日を除く午前９時

～午後４時

�所�問大阪法務局東大阪支局 ０６（６７８２）

５５６３

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

夏休み期間中、ドリーム２１ではさ

まざまな教室を開催します。天文や

科学、ものづくりを楽しく学び、興

味を深めませんか。

【プラネタリウム教室】
プラネタリウムで星座早見盤など

を使って、夏の星座の探し方を学び

ます。 �時７月２８日�午後２時～４
時 �対小学生とその家族（１家族３
人まで） ※小学校３年生以上は１

人でも可。 �定１５組 �料１組５００円
【子ども消費生活体験教室】
�内�時��「太陽光ハウスを作って、
自然エネルギーについて学ぼう�」
�７月２９日	 ��「遺伝子を取り
出してみよう」�８月５日	 ☆い

ずれも午前１０時３０分～正午 �対小学
校３年生～６年生 �定各２０人

【ものづくり教室～自分だけの焼
き物を作ろう】
�時８月１日�・２日�・１６日�・

２３日�午前１０時～正午（計４日間）
�対全日程参加できる小学校３年生～
６年生 �定１５人 �料１，０００円

◇ ◇

※市内在住・在学を優先して抽選。

�申往復ハガキに教室名（プラネタリ
ウム教室は参加人数も、子ども消費

生活体験教室はコース番号も）、住所、

氏名、学校名、学年、電話番号を書

いて、７月１４日�（必着）までに郵
送（Ｅメールも可）

�所�申�問〒５７８・０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�kyositu@dream21.
higashiosaka.osaka.jp

【７月・８月は毎日開館】
７月１日	から８月３１日�までは

毎日開館します。開館時間は午前９

時から午後９時までです。ぜひ、ご

利用ください。ただし、７月２１日�、８
月１９日	・２４日�は水泳大会のため、
終日プールの一般利用はできません。

【料金を変更します】
７月・８月のプール個人料金を変

更します。２時間まで大人８００円を５００

円に、子ども４００円を２５０円にします。

また、超過料金（３０分ごと）は大人

２００円を１００円に、子ども１００円を５０円

にします。 ※浮き具は直径１ｍ未

満のもののみ使用可能。ビーチボー

ル不可。混雑状況により、浮き具の

使用を遠慮いただくことがあります。

【スポーツ教室】
�内�対�時�楽しく動く水中体操�７
月６日～８月３日の金曜日（計５日

間）、８月３１日～９月２８日の金曜日

（計５日間） �ハワイアンフラ（１６
歳以上）�７月２０日� �ウェーブ
ストレッチ�７月２０日� �はじめ
てのヨガ�７月２３日� �太極拳�
７月２５日� �姿勢矯正ピラティス
�７月２６日� �大阪エヴェッサバ
スケット（小学生～中学生）�７月
２７日� �操体法�７月３０日� �対
記載のないものは１８歳以上の方 �定

各２０人（申込先着順） �申電話で予
約のうえ、料金を添えて直接 ※料

金や持ち物など、くわしくは東大阪

アリーナホームページ（http���www.
hos�arena.com�）をご覧ください。
【トレーニングルーム新規登録者

講習会】
�時７月２３日�・２５日�・２８日�・

２９日	午後１時３０分～３時３０分・午
後３時３０分～５時３０分 �対１６歳以上
の方 �定各１０人（抽選） �料３００円
�持トレーニングウェア、室内用シュ
ーズ �申往復ハガキ（１枚１人）に
講習名、希望日時、住所、氏名、年

齢、性別、電話番号を書いて、７月

６日�（必着）までに郵送
◇ ◇

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

楽しく学びませんか
ドリーム２１の教室

東大阪アリーナで楽しもう�
夏だ�スポーツだ�

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年７月１日（１１）
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ゆとりーと寄席

�時７月１３日�
午後６時３０分～

８時３０分 �定５０
人（当日先着順）

�内笑福亭鶴志さ
んによる落語、

出演者との交流会 �料７００円（交流会は
別途１，０００円が必要）

�所�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

くすのき歌声広場

懐かしのメロディーをみんなで歌い

ます。 �時８月５日�午後２時～４時
３０分 �対市内在住・在勤（いずれか）
の方 �定１００人（抽選） �料５００円 �持
飲み物 �申往復ハガキに行事名、住所、
氏名、電話番号を書いて、７月１０日�
（必着）までに郵送 ※４月から希来

里地下１階の駐輪場は有料です。

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

七夕まつり

�時�内７月８日��午後０時３０分～３
時３０分�子ども広場（水鉄砲作り、ピ
ンボーリングなど） �午後１時３０分～
１時５０分、午後２時３０分～２時５０分、

午後３時３０分～３時５０分�移動式プラ
ネタリウム（定員各５０人、当日午後０

時３０分から先着１５０人に整理券を配付）

�午後５時～５時５０分�大人のための
七夕コンサート（定員１５０人で当日先着

順） ※保育園児が作った七夕飾りを

７月３１日�まで展示。
�所�問はすの広場（近江堂）０６（６７３０）

０８４０、�０６（６７３０）５７２３

福祉の就職総合フェア

�時�内７月１４日��午前１０時～１１時３０分
�就活応援セミナー「やりたい仕事を
見つけ、内定を手に入れる３つの方法」

作家の中谷彰宏さん（定員２５０人、申込

先着順） �正午～午後５時�個別面
談コーナーや相談コーナーなど（申込

不要） ※いずれも手話通訳あり。 �所
インテックス大阪２号館（大阪市住之

江区） �対既卒・一般求職者、来春卒
業予定者 �申行事名、住所、氏名、年
齢、「学生」「一般」のいずれか、電話

番号を書いてファクスで（電話も可）

�申�問大阪府福祉人材センター ０６

（６７６２）９００６、�０６（６７６１）５４１３
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

つどいの広場～英語に親しもう

�時８月５日�午前９時３０分～１１時３０
分 �対市内在住の親子 �定３５組（申込
先着順） �申７月５日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ
ー（西堤学園町３） ０６（６７８２）２８２１

（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

市民テニス大会

�時７月２９日�・８月５日�午前７時～
午後７時（小雨決行） �所中部緑地テニ
スコート �対市内在住・在勤・在学（い
ずれか）の１５歳以上または市テニス協会

加盟のクラブ・団体の方 �内４５歳以上、
５５歳以上、上・中・初級の男子・女子

のダブルス �料１組３，０００円 �申申込書
に必要事項を書き、料金を添えて７月

１５日�（必着）までに直接（現金書留
で郵送も可） ※要項や申込書は市テ

ニス協会で配布。市テニス協会ホーム

ページ（http���www.geocities.jp�hote
nnisa�）からダウンロードもできます。
�申�問〒５７７・０８０１小阪１―７―２―１１１ テニ

スショップ・ピジョン内市テニス協会

０６（６７８８）８５１９

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

ひとり親家庭ふれあいツアー

時代劇の撮影見学や万華鏡手作り体

験などで楽しく過ごしませんか。

�時７月２８日� ☆市民会館前に午前

８時２０分集合、午後４時３０分ごろ解散

�所東映太秦映画村（京都市右京区） �対
市内在住で子どもが小学生のひとり親

家庭の親子 �定３０組（抽選） �料大人３，０００
円、子ども１，０００円 �申ハガキに行事名、
住所、親子の氏名・年齢、電話番号を書

いて、７月１３日�（消印有効）までに郵送
�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０１、�０６
（６７８９）２９２４

えほんはともだち

紙芝居やたくさんの絵本に囲まれて

楽しい時間を過ごしませんか。 �時�内
�７月１３日�正午～午後４時�おひざ
で絵本 �１４日�午前１０時～午後４時
�手作り遊び、お話 �所市民会館１階
展示室 �対市内在住の方
�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６

（６７８４）５６３０

日本古来の

神々や仏教を題

材にした板画や

鮮やかな色彩の

倭画など約１５０点

を展示します。

棟方志功の原点

というべき「祈

りの世界」にふれてみませんか。

※月曜日（祝日を除く）と７月１７日

�は休館。
【ギャラリートーク】
�時７月１４日�午前１１時から・午後
２時から、８月１２日�午前１１時から、
２６日�午後２時から ※申込不要。

【記念講演会】
棟方志功の孫で棟方板画美術館学

芸員の石井頼子さんが、「棟方志功展

見どころ感どころ」をテーマに講演

します。 �時７月２８日�午後１時３０
分～３時 �定８０人（抽選） �申往復
ハガキ（１人１枚）に講演名、住所、

氏名、年齢、電話番号を書いて、７

月１６日�（消印有効）までに郵送
◇ ◇

�料５００円（中学生以下、６５歳以上、
障害者手帳を持参の方は無料）

�所�申�問〒５７８・０９２４吉田６―７―２２ 市

民美術センター ０７２（９６４）１３１３、�
０７２（９６４）１５９６

市と社会福祉協議会では、今年、

ダイヤモンド婚式（結婚６０年）また

は金婚式（結婚５０年）を迎える夫婦

を祝福する「ダイヤモンド婚・金婚

夫婦のつどい」を１０月２０日�に市民
会館市民ホールで開催します。

つどいへの参加は、地域の校区福

祉委員長にお申込みください。申込

みいただいた夫婦へは、案内状を送

付します。また、当日参加できない

場合は、記念品を贈呈します。

本人か

らだけで

なく、家

族からの申込みも受け付けます。ぜ

ひ、申し込んでください。 �対�結
婚６０年�昭和２７年に結婚した夫婦
�結婚５０年�昭和３７年に結婚した夫
婦 �申７月２３日	まで
�問�社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０１、�０６（６７８９）２９２４ �高齢介護
課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

【犬の仲介制度「犬の出会い広場」】
犬を譲りたい方と犬を飼いたい方の

出会いを動物指導センターが仲介し、

譲渡の交渉をお互いにしていただく制

度です。

【子犬・成犬譲渡制度】
引取りや収容した犬の健康診断や性

格の適性判定をしたのち、犬を飼いた

い方に情報提供を行い、相性確認や自

宅での順応性などを確認していただい

たうえで、子犬または成犬を譲渡します。

◇ ◇

申請条件 次の条件すべてに該当し

ている方 �犬を飼いたい方�営利や
他人への譲渡を目的としない、家族全

員の賛同を得ており愛情と責任をもっ

て適正に終生飼育ができる、動物の飼

養が認められている住宅に住んでいる、

現在犬を飼養していない（ただし面談

などにより認める場合あり） �犬を
譲りたい方�無償で譲渡することがで
きる、生後９１日以上の場合は飼い犬登

録および狂犬病予防注射済票の交付を

受けている

申請に必要なもの �印鑑 �氏名
・住所が確認できる運転免許証など公

的機関が発行する証明書 �集合住宅
もしくは賃貸住宅の場合、動物の飼養

を認めることを証明する書類

申請方法 申請書に必要事項を書い

て、犬を飼いたい・譲りたい本人が直

接 ※申請書は、動物指導センター（水

走３―１２―３２）で配布。市ウェブサイトか

らダウンロードもできます。

■申請・問合せ先 動物指導センター

０７２（９６３）６２１１、�０７２（９６３）１６４４

動物指導センターでは、動物愛護の啓発と命あるものの生存機
会の拡大を図るため、犬の譲渡支援システムとして、犬を譲りた
い方と飼いたい方を仲介する制度「犬の出会い広場」を開設して
います。
また、７月２日から引き取った犬や収容した犬を譲渡する「子
犬・成犬譲渡制度」を開始しますので、ぜひ、申請してください。

棟方志功展 ～祈りと表現～

７月１４日�～８月２６日�午前１０時～午後５時特別展示

ニ
菩
�
釈
迦
十
大
弟
子「
須
菩
提
の
柵
」

犬犬のの譲譲渡渡支支援援シシスステテムム

ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどい

対象夫婦は申込みを

ごご利利用用くくだだささいい

大大 切切 なな 命命 をを 守守 るる

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

（１２）平成２４年７月１日東 大 阪 市 政 だ よ り




